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1.は じめ に

2022年 より新設 され る高等学校における 「歴史

総合」にっいての 日本学術会議の提言は,現 状の 日

本の高校歴史教育の問題点を,「思考力を培うより

もr知 識詰め込み』型に陥る傾向が強く,生 徒が興

味や関心を持ちにくくなっている.そ の上,小 中学

校の社会科歴史分野が 日本史中心であるため世界史

的な関心が薄 くなりやす く,日 本史も世界史から切

り離 して一国史的に学ぶ傾 向が強い.」 と してい

る.(1)

現在の中学校歴史教科書をみると,人 類の出現か

ら古代文明のおこり,中 国 ・ギ リシャ ・ローマの文

明,世 界宗教の誕生など,冒 頭に 「世界史」の内容

が置かれ,そ のあとに縄文文化以下江戸時代まで

「日本史」の内容が続き,17世 紀以降の近代市民革

命 ・産業革命に至り,再 度 「世界史」が登場する.

ここには二っの問題がある.一 っは,冒 頭の世界

史的内容が単発的に配置され,そ の後に続 く日本史

的内容との関連付けが弱いということ,も う一っは

実は縄文時代以降の 日本史的内容の中に世界史的要

素があるにもかかわらず,そ れが授業開発において

十分に意識されていないということである.

本稿は,特 にこの後者の問題に焦点をあて,古 代

から近世(弥 生文化から幕末まで)ま での 「日本史」

的内容の中に,中 国 ・朝鮮半島との関わ りを中心と

した東アジア情勢の視点を組み込んだ 「世界史」的

な授業開発を提案 し,中 高接続を展望する.

なお,本 稿は全体の構想 ・構成 ・分析 ・編集は蕪

が行い,実 際の授業開発と熊本大学教育学部附属中

学校での授業実践は小鉢 ・相良 ・山本が行い,授 業
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開発 にあた っての スーパーバ イズお よび生徒への ア

ンケ ー ト様式 の作 成 にっ いて藤瀬 が行い,授 業実践

の助言 ・指導 ・総括を小 田が行 った.

II.世 界 史 と 日本史 の連 関に

つ いての概 論

まず,本 稿での実験授業に即 し,世 界史と日本史

の連関にっいて概論的に整理する.(2)

アフリカから拡大 したホモ ・サピエンスがおよそ

4万 年前に日本列島に到達 し,旧 石器時代を経て定

住(縄 文時代)を 開始 して以来,日 本列島は幾度と

なく 「世界史」の大小の波に洗われ,そ の波はこの

地の歴史に大きな変化をもたらした.

第一の大きな波は,弥 生時代の水稲農耕および金

属器(青 銅器と鉄)の 到来であ った.そ の後,ク ニ

(都市国家)の 誕生,古 墳時代から飛鳥時代へかけ

ての漢字という文字の伝来,仏 教という世界宗教の

伝来,そ して律令制度 という儒教の根幹である礼制

に裏付 けられた政治制度の導入を経て,「 日本」 と

いう統一国家が誕生 した.こ の波は,メ ソポタミア

に紀元前3000年 頃発生 した 「文明」(都 市国家 ・金

属 ・文字 ・貨幣 ・法など)が ユーラシアを西から伝

播 し東の果てに到達 したものであり,漢 から唐に至

る中華帝国を中心としたいわゆる 「東アジア世界」

の成立に帰結す る.実 験授業① 「古代までの日本」

は,以 上のような大きな流れ と関連す る.

第2の 大きな波は,13世 紀のモ ンゴルによるユー

ラシアの一体化か ら15～16世 紀のヨーロッパ諸国

の海洋か らの進出(大 航海時代)で あり,大 きくは

現在の世界システムの原型となるグローバル化の流

れである.実 験授業② 「元冠を再考する」は,こ の

時代の動きに対応するものである.

日本列島の歴代政権は,こ のような波に否応なく

影響を受けっっ,一 方で海に囲まれているという地

政学的要因により,例 えば朝鮮半島のような陸続き
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の半島国家とは違 った,独 自の立ち位置を選択す る

ことが可能であった.

江戸時代の体制の特色である 「幕藩体制」と 「鎖

国」は上記の第二のグローバル化の波にあらがう一

っの選択であった.キ リス ト教という既存の秩序を

危うくする世界宗教の禁止,長 崎に限定 した管理貿

易は,15世 紀中葉のキ リス ト教伝来と銃の伝来とい

うグローバ ル化 の象徴的出来事からの約1世 紀の

時間をかけた歴史的選択(清 朝をはじめ,多 くの政

権が同様の選択を した.清 朝の例:キ リス ト教禁教,

貿易港の広州への限定と公行による独占など)で あっ

たと言えよう.一 方で,独 占的貿易の利益は大きい.

幕府が対外交易を管理 し,他 藩が経済的な利益を得

て自立することを防止する体制は理にかなっていた

し,清 やオランダにとっても他国との競争を しなく

てもよい非常に好都合なシステムであった.近 年の

研究の成果が取り入れられた 「四つの口」について

は,私 見では鎖国の相対化という観点が強すぎると

思うが,李 氏朝鮮王国と琉球王国の存在を教授す る

格好の機会であるし,特 に沖縄県の存在が所与であ

る児童に,1879年 まで独立王国であった琉球王国の

存在(お よびその背後で貿易の利益を得ていた薩摩

の存在)を 認識させるよい主題である.

その後,ア ジア諸国が産業革命を経た欧米列強の

圧力の中でグローバル化への抗いが無効になり,そ

の中で 日本が選択 した結果が,ヨ ーロッパに倣 った

国民国家化とそれにともなう対外進出であり,実 験

授業③ 「日清戦争と朝鮮」はこの動きに対応する.

日本史が 日本列島という小さなコップの中で独立

して展開 しているのでは無 く,現 代社会が当然のよ

うに国際社会の中にあるという中学生であれば当然

のように持 っている感覚と同様に,日 本 も世界の中

で動いていた,と いう視点を持たせるためにも非常

に重要なものであり,何 故歴史を学習 しなければな

らないのか,と いう動機付けにも有効である.

いずれにせよ,日 本史が世界史の大きな流れの中

で位置づけられ ることを,日 本史のみの内容に限定

されたかのように見える中学校教科書の 「日本史」

の学習の中で認識させることができる授業づ くりや

教材開発にっいては,今 後のますます必要 となる国

際理解教育の視点からも,大 きな課題でもあり可能

性でもあると言えよう.

(窯 武彦)

皿.大 学院生による授業開発 と

実験授業の取組

1.授 業開発の実際

本節で は,教 育学研究科 大学院生が2018年 度前期

開講科 目であ る 「地理歴 史科 教育学 実践特論」(担

当教 員:黛 武 彦)で 開発 した3っ の授 業 の概要 を

説 明す る.授 業開発 に当た っては,実 験授業 を実施

す る熊本大学教育学部附属中学校で使用 されてい る

東京書籍 のr新 編 新 しい社会 歴 史』(2018)と

い う教科書を使用 した.

2018年10月 に実験授 業 を行 う ことを考 えて,「 大

化の改新」 「モ ンゴルの襲来 と 日本」 「日清戦争」 と

い う3っ の紙面,お よび第3章 の 〈深 めよ う〉 「東

アジア の朝 貢 体制 と琉球 王 国」(pp.92-93)を 使 っ

て,① 「古代 まで の 日本」,② 「元冠 を再考す る」,

③ 「日清戦争 と朝鮮」 という3っ の授業 を開発 した.

① 「古代 まで の 日本」 の導入部 で は,「 なぜ倭 国

(日本)は 百済 の復興 を支援 した のだろ うか」 とい

う学習課 題 を設定 ・提示す る.展 開部で は,鞠 智城

を取 り上 げ,そ の意 味や百済 との関わ りにっいて探

求す る.郷 土学習へ のア プローチ と しての機 能 も持

っ.さ らに晴や唐 との交通路 と朝鮮半 島の地 政学的

位 置 を確認 させ る.終 結 部 で は,倭 国 が百 済 を支

援 した理 由にっ いて外交 ・内政 の観 点か ら整理 す

る.(3)

② 「元冠 を再考 す る」 の導入部 では,モ ンゴル帝

国がユー ラシア大陸を一体化 させた ことを示 しなが

ら,「 元冠 は,東 アジ アの国 々に どの よう な影響 を

あたえたのだ ろうか」 という学習課題 を設定 ・提示

す る.展 開部 では,資 料(4)を示 しなが ら,フ ビラ イ

の 日本遠征 の実相 を示 し,元 冠 によ って高麗や南宋

の人 々が失 った ものは なにか,と 提示す る.さ らに

r蒙 古襲来絵 詞』 の絵 画を示 し,元 の 日本遠征 に は

そ の武器であ る 「てっ はう」の原料で ある硫黄を求

め る意 図が あ った こと,⑥ 遠 征失敗 のあ とに民間交

易 による硫黄 の輸 出があ った ことを示す.終 結部で

は,元 冠が高麗 ・南宋 ・日本 にあた えた影響 にっ い

て整理す る.

③ 「日清戦争 と朝鮮」 の導入部 では,日 清 戦争 の

経過 を振 り返 りなが ら,「 なぜ下 関条約 の第一条 が,

朝鮮 の独立 を認 め る,と い う内容 なのだろ うか」 と

い う学習 課題 を設定 ・提示す る.展 開部 では,朝 鮮

の 国名 の変化 を見 なが ら,「古代 か ら続 いて いた 中

国 を中心 とす る東 アジアの伝統的国際関係」 とは何

か を考 える手 がか りと して,教 科書p.92を 振 り返 ら

せ る.さ らにロシアの狙いをポ ーツマス条 約の最初

の 内容が 「ロシアは韓国(大 韓帝国)に お ける 日本
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の政治上 ・軍事上および経済上の 日本の利益を認め,

日本の韓国に対する指導,保 護および監督に対 し,

干渉 しないこと」であることを示す.終 結部では,

課題にっいて朝貢関係を終わ らせ,中 国から朝鮮を

切り離 し,ロ シアの南下を防ぎ,中 国大陸での日本

の影響力を拡大するためであったとの結論を提示す

る.

以上のように,「古代 までの 日本」「元冠を再考す

る」 「日清戦争と朝鮮」いう3っ の授業は,導 入部

で学習課題を設定 ・提示 し,展 開部でその課題 に対

する回答を追究させ,終 結部で課題を整理す るとい

う3つ の段階に即 して構成 した.次 節では,こ のよ

うにして開発 した授業の実際を報告 しよう.

(小鉢 泰平 ・相良 眞由 ・山本 圭祐)

2.実 験授業の実際

実験授業は本学の附属中学校3年 で実施 した.各

紙面の授業開発を担当 した院生が各紙面の実験授業

の授業者 も務めた.本 項では,以 下実験授業の実際

を報告 しよう.な お実験授業の実施状況は以下の表

1の 通りである.

表1実 験授業の実施状況

紙面 授業者 月 日 校時 出席者

「古代までの 日本」 小鉢泰平 10/25 4 38人

「元憲を再考する」 山本圭祐 10/26 1 39人

「日清戦争 と朝鮮」 相良眞由 10/26 2.4 78人

① 「古代 までの 日本」で はワー クシー トを用 い,

「導入」で は,「 なぜ倭 国(日 本)は 百済 の復 興を支

援 したのだ ろうか」 とい う学習課題を提示 して予想

させた.

「展開1」 では,「 日本 と百済 の関係か ら紐 解 く」

と して,百 済か ら日本に渡 って きた ものにっいて書

かせ,儒 学 ・漢 字 ・仏教 などを想起 させた.ま た,

鞠 智城 に関す る熊本県制作の映像素材(KIBS・

熊本県 インターネ ッ ト放送局 「鞠 智城歴史 ロマ ン」)

を見せ,鞠 智城 の役割,平 成20年10月 に出土 した百

済系菩薩立 像 の提示 を行 い,「663年,な ぜ 日本は百

済か らの復興を支援 したのだ ろうか」 という課題 に

っ いて 自分の言葉 で まとめ させ る.な お,鞠 智城 に

っいて は,附 属 中採用教 科書であ る東京書籍版 には

記載が な く,教 育 出版 の小学校6年 生教科書r小 学

社会6上 』p.37〈 も っと知 りた い〉 「東 ア ジア と 日

本のつ なが り」 において言及 され る.さ らに瀬戸 内

海沿岸 に鞠智城 と同様の百済式山城が多 く建設 され,

それが,当 時 の大和朝廷 の所在地で ある大 津の宮を

防衛す るものであ った事を認識 させ る.

「展 開2」 で は,「 大陸 へ の航海 ル ー トか ら紐 解

く」 と して,ワ ークシー トの 白地 図に遣 晴使 ・遣唐

使 のルー トを予想 して書かせ る.そ の上 で,「663年

なぜ 日本は百済の復興を支援 した のだ ろうか」 とい

う発問 に対 し,自 分 の言葉 で再度記述 させ る.

「展 開3」 か ら 「終結」 で は,「 日本の 内政 の視

点か ら紐解 く」 と して,好 太王碑文記述 を例 示 しな

が ら,7世 紀以前 の朝 鮮半 島との関係性 を整理 し,

国 内の状況 を明 らか に して いき,明 治維新 を念頭 に

お きなが ら 「天皇 に政権を集中 させ るため には どう

すれば よいか」 考え させ る.一 旦歴 史的分野の学習

を終 えてい るので,こ の ような発問 も可能 となる.

そ して最終 的に,百 済 との密接 な人 ・モ ノ ・文化 の

っ なが り,交 通路へ の着 目,国 内政 治引 き締 めのた

め の対外意識,の 三つ の観 点を提示 し授業 を終え る.

②の 「元冠を再考す る」では,導 入 において,ワ ー

クシー トを用 い,教 科 書p.77の コラ ム部 分 で あ る

「歴史 にア クセ ス」 の 「ユー ラシア世 界史 の誕生 」

の地 図お よび 本文 に着 目させ る.そ して,「 元 冠 は

東 アジアの国 々にどの ような影響 をあたえたのだ ろ

う.」と発 問 し,考 え させ る.

「展開1」 では,資 料 の フ ビライとマル コポー ロ

の会話 の場面 を読 ませ,文 永の役 と弘安 の役 にお い

て,高 麗や南宋 の人 々が どの ような影響 を受 けた の

か を検討 させ る.そ して 「高麗や南宋 の人 々が元底

によって失 った ものは なんだ ろうか」 という発問 を

行 い,多 大 な人命 を失 った ことを認識 させ る.

「展 開2」 で は元冠 が鎌 倉幕府 にあた えた影 響

を振 り返 り,確 認す る.そ の後,教 科書p.76の 「モ

ンゴル軍 との戦 い」(『蒙 古襲来絵詞』)と い う見慣

れて いる図をみせ,使 われてい る武器が矢 と 「てっ

は う」で あ ることを発言 させ る.そ しててっは うに

使 う火薬の原料 に 「硫黄」が必要であ った ことを認

識 させ,次 に世界 の火山帯 の地 図を提示 して,日 本

列 島に火 山が集中 して いることを示 し,日 本が硫黄

の重要 な産地 であ ることを伝 え,元 の 日本攻 撃の要

員 の一っ に,重 要 な戦 略物資 と して の硫黄 を求め る

ことが あ った ことを提示す る.こ の展 開2に お ける

「硫 黄」 の提 示 は,服 部 英雄 の研 究成 果⑥に よる も

ので あ り,中 学校 の学 習 内容 と して は唐 突 な感 もあ

るが,実 はp.93の 最終 行,琉 球王 国 と中 国の貿易 に

お いて硫黄が主 な輸 出品であ ることが記載 されて い

る.最 後 に元の 日本攻 撃が失敗 し,硫 黄 の直接 取得

には失敗 は したが,民 間の貿易 によ り硫黄 の取引が

されて い った こと,硫 黄 の現代で の用途 について も

示す.

「終結」 で は,ま とめ と して,元 の支配 によ り高

麗や南宋 の人 々が軍事動員 され,日 本 では民間の貿

175



中学校歴史教育における世界史的視点からの授業開発

易が盛 んにな り硫黄 が取引 され た ことを再確認 し,

感想を書かせた.

③ 「日清戦争 と朝 鮮」で はワー クシー トを用 い,

「導入 」で は,ビ ゴーの風刺 画 「魚っ りの会」 を示

し,日 清戦 争 の構 図と経過 を再確 認 した後,「 下 関

条約の第一条 が,な ぜ朝 鮮の独立 を認 め るとい う内

容 なのだろ う」 とい う課題を提示す る.

「展 開1」 で は図 の中 国 と東 ア ジア諸 国の 関係

図を示 し,1896年 に朝鮮 が大韓帝 国と国名 を変更 し

た こと,君 主が王か ら皇帝 とな った ことを,教 科 書

の 「日清戦争 での清の敗北 によ って,古 代 か ら続 い

ていた,中 国 を中心 とす る東 アジアの伝統 的な国際

関係は くずれ ま した」 という記述 か ら,そ の伝統 的

な国際関係 とは何か にっ いて,pp.92-93の,深 め よ

う 「東 アジア世 界の朝貢体制 と琉球 王国」(7)を参 照

させ,朝 貢体制 とはいつ 始 まって どの くらいの期 間

続 き,ど うい った 内容 で あ った のか をみ て い き,

「中国に朝貢 した朝鮮にはどのようなメ リッ トが あっ

た のか」 「周辺 国 に朝貢 を受 けた 中国 には どの よう

なメ リッ トがあ ったのか」 という発問を行 い,そ れ

ぞれ に教科 書 の記述 か ら記述 させた.そ して,ま と

め と して,「 古代か ら続 いていた 中国 と朝 鮮 の朝 貢

関係を終わ らせ ることで,中 国か ら朝鮮 を切 り離 す

ため」 とす る.

「展 開2」 で は,「 朝貢 関係か ら朝鮮 を独立 させ

た 日本 の意 図は何だ ろう」 という課題 を提示 し,ロ

シアのね らいで ある,「 鉄道 の拡大」 につ いて示す.

そ して,日 露戦争後 のポー ツマス条約 の最初 に 「韓

国 にお ける 日本の優越権を認め る」 ことが挙げ られ

ていることを示 し,「もし,ロ シアが 日露戦争に勝っ

ていたらどのような行動をとるだろうか」という発

問を し,予 想させる.

「終結」では,日 本が朝鮮を独立させた理 由とし

て 「朝貢関係から朝鮮を独立させロシアの南下を防

ぐとともに,日 本が朝鮮と関わ りやすい関係 になる

ことで,中 国大陸での勢力を拡大する足場を作ろう

としたか ら」 というまとめを提示 し,最 後 に本授業

の感想を書かせた.

次のIV章では,実 験授業に伴い実施 した意識調査

の計画と結果にっいて報告する.

(小鉢 泰平 ・相良 眞由 ・山本 圭祐)

IV.実 験授業に関する生徒意識調査の計画

とその分析

1.意 識調査の計画

本研究では,実 験授業の効果を測定す るために,

生徒に質問する項 目を資料1の 通り作成 した.

問1「 大学院生の授業は分かりましたか」という問

いは,実 験授業に対す る理解の程度を測定す る質問

である.問2「 大学院生の授業はためになりました

か」という問いは,実 験授業に対する関心 ・意欲 ・

態度の高まりを測定する質問である.問3「 大学院

生の授業では,世 界史を意識 した授業をしてもらい

ました.大 学院生の授業を受けて,歴 史的分野で学

習 した出来事の見方 ・考え方に変化はありましたか」

という問いは,歴 史の授業に対する生徒のイメージ

を変化させたのかを把握する質問である.

資料1実 験授業に対する生徒の意識を調査するための質問事項

問1.大 学院生の授業は分か りましたか.各 授業にっいて,以 下のア～エから記号を1っ ずっ選んで ください.

評価項 目(記 号に○をっけてください)

ア.よ く分 か った

ウ.ど ち らか と言 え ば 分 か ら なか った

イ.ど ち らか と言 え ば 分 か った

エ.よ く分 か ら なか った

問2.大 学院生の授業はためになりましたか.各 授業にっいて以下のア～エか ら記号を1っ ずっ選んで ください.

評価項 目(記 号に○をっけてください)

ア.と て も た め に な った

ウ.ど ち らか と言 え ば た め に な らな った

イ.ど ち らか と言 え ば た め に な った

エ.全 くた め に な らな か った

問3.大 学院生の授業では,「世界史」 を意識 した授業をしてもらいました.大 学院生の授業を受けて,歴 史的分野で学

習 した出来事の見方 ・考え方に変化はありましたか.次 のア～エか ら記号を1っ選び,そ れを選んだ理 由を説明し

てください.

評価項 目(記 号に○をっけてください)

ア.変 化があった

ウ.ど ち らかと言えば変化はなか った

イ.ど ちらかと言えば変化があった

エ.変 化はなかった
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本研究で開発 した歴史授業は,問3の 答え方をみ

ることによってに特徴を見出すことができるのでは

ないだろうか.次 の2節 では,意 識調査の結果を詳

しく分析 していこう.

(藤瀬 泰司 ・蕪 武彦)

2.意 識調査の結果 とその分析

(1)調 査結果の概要

実験授業後 に実施 した意識調査 の結 果は,次 頁の

表2,表3,表4の 通 りであ る.意 識調 査 の質 問紙

は,各 実験授業 の終 了時 ごとに配布 して生徒 に記入

させ 回収 した.本 項 では,意 識調査 の結果 を概観 し

よう.

問1の 「授業 は分か りま したか」 にっいて.ア の

「よく分か った」,イ の 「どち らか と言えば分か った」

を選 んだ子 ど もは,「 古代 までの 日本」 の授業 で36

人(94.7%),「 元冠 を再考 す る」 で39人(100%),

「日清戦争 と朝鮮」 で75人(96.1%),い ずれ の授 業

も多 くの生徒の歴史理解を促す上で役立 った といえ

るだろ う.

問2の 「授業 はため にな りま したか」 にっ いて.

アの 「とて もた めに な った」,イ の 「どち らか と言

えば ため にな った」 を選 んだ子 どもは,「 古代 まで

の 日本」 の授 業で37人(97.4%),「 元冠を再考す る」

で39人(100%),「 日清 戦 争 と 朝 鮮 」 で75人

(96.2%),い ずれの授業 も多 くの生徒の関心 ・意欲 ・

態度を高め る上で役立 った ということがで きる.

最後 に問3の 「歴史的分野で学習 した 出来事の見

方 ・考 え方 に変 化 はあ りま したか.」 にっ いて.ア

の 「変化 があ った」,イ の 「どち らか と言え ば変化

が あ った」 を選 んだ生徒 は,「 古代 まで の 日本」 の

授 業で36人(94.7%),「 元1Lを 再 考す る」 で34人

(87.2%),「 日清 戦争 と朝 鮮」 で67人(85.9%),ウ

の 「どち らか と言えば変化は なか った」を選んだ生

徒が3授 業 で13人,エ の 「変化 はなか った」 を選ん

だ生徒が3授 業 で5人 いた.お おむね生徒 は肯定的

で あると判 断で きるが,変 化が ないとい う数 字が有

意 に大 きい とも言え,課 題が残 る結果 とな ってい る

ことは重 く受 け止め なければ ならない.

次項で は,世 界史 的視 野か らの歴 史学 習 とい う本

研究 の 目的 と最 も関わ りが 深 い問3の 回答 結果 を

取 り上げ検討 して いこう.

(2)調 査結果の分析

問3「 世界史を意識 した授業を受 けて,歴 史的分

野で学習 した出来事の見方 ・考え方に変化はあ りま

したか」 に対 して 「変化があ った」 「どちらかと言

えば変化があった」と答えた生徒の記述回答は,以

下のようなものである.「多面的に深 く見ることが

できた」「深い歴史の知識を知ることができた」「視

表2問1「 授業はわか りましたか」に関する意識調査の結果

授業 ア イ ウ 工 合計

古代 までの日本 24人(63.1%) 12人(31.6%) 2人(5.3%) 0人(0.0%) 38人

元冠を再考する 30人(76.9%) 9人(23.1%) 0人(0.0%) 0人(0.0%) 39人

日清戦争と朝鮮 54人(69.2%) 21人(26.9%) 2人(2.6%) 0人(0.0%) 78人

表3問2「 授業はためになりま したか」に関する意識調査の結果

授業 ア イ ウ 工 合計

古代 までの日本 23人(60.5%) 14人(36.8%) 1人(2.6%) 0人(0.0%) 38人

元冠を再考する 30人(76.9%) 9人(23.1%) 0人(0.0%) 0人(0.0%) 39人

日清戦争と朝鮮 55人(70.5%) 20人(25.6%) 2人(2.6%) 0人(0.0%) 78人

表4問3「 考え方に変化があ ったか」に関す る意識調査の結果

授業 ア イ ウ 工 合計

古代 までの日本 21人(55.3%) 15人(20.5%) 2人(5.3%) 0人(0.0%) 38人

元冠を再考する 26人(66.7%) 8人(20.5%) 5人(12.8%) 0人(0.0%) 39人

日清戦争と朝鮮 33人(42.3%) 34人(43.6%) 6人(7.7%) 5人(6.4%) 78人
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点 を加 え ることによ り理解 しやすか った」 「日本の

行動 の意 味がわか った」 「単語だ け覚えて いたが関

係やっ なが りを理 解 した」 「世界か ら見て い こうと

思 った」 「これ まで 日本 の利 点のみ で考 えて いた」

「深 く考え ることがで きた」 「新た に知 ることがあ っ

た」 「世 界史 に興味を もっ ようになった」 「高校では

こうい った ことを学 ぶ と知 る ことがで きた」 「も し

～だ った らという視 点 に興 味」 「教科 書の文 の観 点

とは少 し違 う点 か ら見 る ことがで き楽 しか った」

(誤解あ り)「 教科書の前のペー ジとの関連で考え る

ことが で きた」 「戦争 の相 手国以外 の諸国 との関係

がわか った」 「年 号 などの表 面的学 習 しかで きてい

なか ったが,思 わ ぬ点 で他の単元 との関わ りを知 り

お も しろか った」 「教科書 を よ く読む ことで,深 く

知 ることがで きる とわか った」 「知 らない知識 や流

れが面 白か った」 「そ うなんだ とい う驚 きも多 く,

楽 しか った」 「一つの 出来 事か ら直接 的 に得 られ る

ことだ けで な く,そ れ 以外のね らいもあ ることがわ

か った.」 「歴史 は覚 え るものだ と思 ってきたが考え

られ るところがあ って面 白い と思 った」

熊本大学附属 中学 校は,平 成26年 度 よ り文部 科学

省 の研 究指定校 と して,「 『未来 を拓 く力』 を育成

す る教育課程 の開発」の研究 に当た って きたが,そ

の成果 と して 「論理 的 思考 モデル」 と 「10の考 え

方」 が あ る.「論 理 的思考 モ デル」 とは,主 張 ・根

拠 ・理 由付 けの筋道立 った思考及び表現を可視化 ・

構造化 し,論 理的思考 力を効果的 に育成す るための

モ デルで あ り,「10の 考 え方」 とは,根 拠 か ら主 張

に至 るまで の理 由付 けの段階で,ど のよ うな考え方

を使 って論を立てたのかを可視化す るための思考ス

キルの ことであ る.(8)

「多面」的 に見 る,は この 「10の考 え方」 の中の

一っで あ り
,生 徒た ちは 「10の考 え方」 を有形 化 し

た 〈え方 シール〉 などの教材 を使 い,十 分に身 にっ

いてお り,今 回 の実験授 業の 目的 をと らえ ることが

で きた と言え る.

しか し,以 上の ような成 果 は,あ る程度予定調 和

的 に予想 で きた もので もある.や は り,生 徒 の批 判

的 な意 見を抽 出 し,分 析 して い くことが,今 後 の授

業開発 に資す るもの になるであ ろう.

批判的 な意見 には,大 き く分 けて二つ のパ ター ン

があ る.

ひ とっ が,「 今 まで の見方 とあま り変 わ らなか っ

た」,「すで に2年 生 の時に うけた授業 と同 じであ っ

た」 というものであ る.上 記の積極的評価 に見 られ

る意見 と矛盾す るようであ るが,す で に多角 的 な視

点で学 んで きた生徒 にお いて は,内 容 の変化 はあ っ

た と して も視点の変化を感 じなか った ということで

あり,こ れはすでにある程度の レベル以上に達 して

いる生徒,歴 史に関心があ り,他 の書籍を参照 して

いる生徒の意見であると言えよう.
一方

,「授業内容はよか ったが,表 現が均一で退

屈であった」「穴埋めばか りであ った」「いっもとち

がい新鮮だ ったけど50分 に しては内容が濃か った

ので,も っとゆっくりだった ら自分の意見がもてた」

という授業の運営に関する批判的な意見があった.

今回の授業開発が,教 材研究に重点を置きすぎた

ことの問題点が露呈 していると言えよう.唯 一一,②

「元冠を再考する」の授業における 「硫黄」 という

交易品の提示にっいては,興 味を示 した生徒も多かっ

たようであるが,一 度学習 した主題にっいて,も う
一度時間をとって授業をするのであるから,単 なる

復習であっては意味はない.知 的好奇心を揺 さぶら

れるような課題の提示やグループの討論の仕方にっ

いて,か なりの工夫が必要があることが明らかになっ

た.「主体的 ・対話的で深い学びの視点か らの授業

改善の推進」のための格好の材料となる可能性もあ

るものであっただけに,授 業開発の指導において大

いに反省 し今後の課題としなければならないと考え

る.

生徒の事項理解が比較的進んでいる附属中学校3

年生の授業であったことも考慮 し,事 項の確認は行

わず,歴 史的思考を全面 に押 し出 し,原 史料を提示

して史料批判の学習も行い,さ らには歴史的評価を

試みるというように,全 般的に歴史学にふみこんだ

授業開発も可能ではなかったかと考えるものである.

(e武 彦)

3.研 究の成果と課題

本研究は,古 代から近世(弥 生文化から幕末まで)

までの 「日本史」的内容の中に,中 国 ・朝鮮半島と

の関わりを中心とした東アジア情勢の視点を組み込

んだ 「世界史」的な授業開発を提案 し,中 高接続を

展望するものであった.

本研究の成果 と課題は次の通 りである.研 究の成

果は,実 験授業を受けた生徒に,若 干の単元の復習

をさせることができ,多 面的思考にっいて意識させ

ることができたことである.r中 学校学習指導要領

(平成29年 告示)』 歴史的分野の目標の(1)「 諸資

料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまと

める技能とは,手 段を考えて課題の解決に向けて必

要な社会的事象に関する情報を収集する技能,収 集

した情報を社会的事象の歴史的な見方 ・考え方を働

かせて読み取 る技能,読 み取 った情報を課題の解決

に向けてまとめる技能を意味 している.歴 史的分野

の学習において,こ れ らの情報は主に様 々な資料を

178



A武 彦 ・藤瀬 泰司 ・小田 修平 ・小鉢 泰平 ・相 良 眞由 ・山本 圭祐

通 して収集され る.歴 史的分野の学習で用いられる

資料には,文 献や絵図,地 図,統 計など歴史学習 に

関わる様々な性格の資料や,作 業的で具体的な体験

を伴う学習によって得られる幅広い資料が存在する.

その中か ら,必 要な資料を選択 して有効に活用す る

ことで,社 会的事象を一面的に捉えるのではなく,

様々な角度から捉えることが可能 となる.」という

目標にっいても授業ではある程度対応できていたの

ではないかと考える.

また 「平成20年 改訂においても,我 が国の歴史に

関わる事象に影響を与えた世界の動きにっいては一

層の関連付けを図って学習するように示 してきたが,

今回の改訂では,高 等学校地理歴史科に 「歴史総合」

が設置されることを受け,我 が国の歴史に間接的な

影響を与えた世界の歴史にっいても充実させた.例

えば,元 冠をユーラシアの変化の中で捉える学習や,

ムス リム商人などの役割と世界の結び付きに気付か

せる学習など,広 い視野から背景を理解できるよう

工夫 したものである.」といった改訂の新 しい趣 旨

にも対応 したものと言えよう.

だが しか し,課 題の方が大きい.生 徒が世界史的

に日本の歴史の事象を見ることに対 して,一 定の効

果はあ ったが,ま ったく十分ではなか ったというこ

とである.主 な要因は,授 業開発が教材研究の内容

の面に焦点が合わせ られ過 ぎ,「主体的 ・対話的で

深い学びの視点からの授業改善」的視点に欠けたも

のであったからであろう.こ れは,教 育学研究科の

「地理歴史科教育学実践特論」(担 当:窯)の 講義内

容に限界があったことを示すものであり,大 きな反

省点である.

新 しい中学校学習指導要領には,歴 史的分野の 目

標の一つと して,「我が国の歴史の大 きな流れを,

世界の歴史を背景に,各 時代の特色を踏まえて理解

するとともに,諸 資料から歴史に関する様 々な情報

を効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにす

る.」と記されている.本 研究での成果が,こ のよう

な目標に到達するための一つの試みでもあることを

銘記 して筆を欄 く.

(d武 彦)

V.補 論

本研究では,今 後の教育学部における共同研究の

あり方を考える契機 とするために,実 験授業の教科

である社会科を担当する中学校教員の1名 にも実験

授業を観察 してもらい,大 学院生に対 して有益 な指

導 ・助言をもらうとともに,以 下のようなコメン ト

をもらった.参 観に基づ く中学校教員の本研究 に対

す る評価 を補論 と して示す ことによ って,今 後の共

同研究を考え る参考 と したい.

(e武 彦)

〈中学校教諭 によるコメン ト・評価〉

① 「古代 まで の 日本」 にっ いて.東 京書籍pp.40-

41「 大化 の改新 」は,我 が国 の政治 の変 化を中心 に

学ぶ ことが一般的で,教 科 書 に記載 されて いるMQ

は,「 大化 の 改新 は,ど の ように進展 した ので し ょ

うか.」 で あ る.今 回の授 業 は,「 なぜ 日本 は百済 の

復興 を支援 したの だろ うか.」 というMQを 設 定 し

て,こ の単元 の学習 を世 界史の視点か ら捉え なおす

という 目的 で行 われた.生 徒は 「航路 に百済 が必要.

日本半 島にお ける影 響力 の回復.」 等 と記述 してお

り,日 本の 内政 に東 アジ ア世界 の状況 を含 めて捉え

直す ことがで きた ことが伺えた.

② 「元 冠を再考す る」 にっ いて.東 京書籍pp.76-

77「 モ ンゴルの襲来 と日本」.MQを 「元冠 は,東 ア

ジアの国 々に どのよ うな影 響 を与 えた のだ ろう.」

と設 定 し,授 業 が行 われ た.「 元は なぜ 日本 に 目を

付 けた のか.」 とい う問 い に対 して,生 徒 の最初 の

考え は 「周辺 国が服属す る中,ま だ 日本 が服属 して

い なか ったか ら.」 という もので あ った.そ れ に対

して,「てっは う等 に使 う硫黄を獲得す るためであ っ

た.」 という理 由は,意 外性 があ り,生 徒 の興味 ・関

心 を引 き出す ものであ った.ま た 日本 か らだ けで は

な く,元 か らの視点 で物 事をみ るようにな ってい っ

た.ま た元憲が 民間での貿易を盛 んに してい った と

い う元7C_,の与えた影響 にっいて新た な見方 を獲得 し

て い った.生 徒が今後 も歴史的事象 の与 え る影響 を

多面的多角的 に捉え ることがで きるようになって い

くきっか けになる授業であ った と感 じる.

③ 「日清戦争 と朝鮮」 にっ いて.東 京書籍pp.176-

177「 日清戦争」.MQを 「下 関条約 の第一条 が なぜ

〈朝鮮 の独立 を認 め る〉 とい う内容だ ろ うか.」 と

設定 して授業 を行 った.中 国 と韓 国の関係 に着 目し

て授業 を行 うことで,日 本中心 の歴史学 習 に世界史

の視点 を与 えよ うという試みで あ った.日 本が朝鮮

の独立 させた理 由を朝鮮,中 国,そ して ロシアの関

係 にお いて捉 え させ ることがで きた授 業であ った.

生徒 は 「朝 貢が 約2000年 も続 いて いた とい う こと

を初めて知 った.い っ もと違 う視点 で 日清戦 争を見

るこ とが で きて よか った.」 と記 述 して お り,授 業

者のね らいと して いた ことが達成 された部分が見 ら

れた.

三人 の院生 の授 業 によ って,生 徒 は これ までの 日

本中心の歴史の とらえ方 に世界史的(主 に東 アジア

世界)な 視点 で捉え直す契機 にな った.し か しなが

ら,い ずれ もワークシー トが穴埋 め 中心 で,そ れ を
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埋めて答え合わせをするという形で授業が進行 して

いき,教 師のあ らか じめ設定 した答えを生徒が考え

るという流れだった.生 徒の思考を広げたり深めた

り,主 体的に学んでいくという姿はあまり見られな

かったということが大きな課題であろう.生 徒の知

的好奇心をくす ぐる資料提示,思 考を揺さぶる問い,

生徒の意見をっなぐ板書等々,今 後の授業技術の向

上に期待 したい.

(小田 修平)

・王
■
一一
■
ロ

(1)日 本学 術 会 議 史 学 委 員 会 高校 歴 史 教 育 に関 す る 分科 会

(委員長:久 保 亨),提 言 『歴 史総 合 に期 待 され る もの』

2016年5月16日,「1は じめ に」,よ り.

(2)以 下 の記 述は,藤 瀬 泰 司 ・窯武彦 ・春 田直紀 ・定松 良彰 ・

黒 岩義 史 ・小 鉢 泰 平 ・相 良眞 由 ・中村 俊 樹 ・米満 昇 平

「過 去 と現 在 の事 象 比較 を取 り入 れ た小 学 校歴 史 授業 の

開発 過 去 の社会 の理 解 を通 した 現代社 会 の理 解 をめ ざ

して 」r熊 本 大学教 育 学部紀 要」66,2017,の 蕪執 筆 の部

分か らの援用 で あ る.

(3)中 村 修也r白 村江 の真 実 新羅 王 ・金 春秋 の策 略』 吉川

弘文館,2010,等 を参 考 に した.

(4)川 勝 守 ・春 日井 明(監 修)r中 国の 歴 史7一 チ ンギ ス ・

ハ ンの大 帝 国一 』 集英 社,2008.

(5)榎 本渉 『僧 侶 と海 商 た ち の東 シ ナ海』 講 談 社,2010.海

老澤 哲雄rマ ル コポ ー ロ 「東方 見 聞録」 を読み 解 く』 山

川 出版 社,2008,等 を参照.

(6)服 部 英雄r蒙 古襲 来 と神 風一 中世 の対 外戦 争 の真実 一』

中央 公論 新社,2017.

(7)東 京 書籍 以外 の教 科書 の 「朝 貢」 の記 載 にっ いて整 理す

る.

①r社 会 科 中学 生 の歴史 日本 の歩み と世 界 の動 き』帝

国書 院(2016)

・特 設ペ ー ジな し

・第2部 「古代 国家 の成 立 と東 ア ジア」,第1章 「3東 ・

南 ア ジア の文 明の広 が り」 にお いて説 明.

・朝 貢 の説 明 「中国 は周辺 諸 国 に対 して ,皇 帝 の家 臣 に

な るよ う求 め ま した.周 辺諸 国は そ の意志 を表 す た め

に,中 国 に対 して 使者 を派 遣 し,み っ ぎ もの をわ た し

て 忠誠 を誓 い ま した.こ れ を朝貢 といい ます.」

②r中 学 社会 歴 史的 分野』 日本文教 出版(2016)

・記 載 な し

③r中 学 社会 歴 史 未 来 をひ らく』 教育 出版(2016)

・特 設ペ ー ジな し

・第2章 「原 始 ・古 代 の 日本 と世 界 」,第2節 「日本 の

成 り立 ち と倭 の 王権 」,「6楽 浪 の 海 中 に倭 人 あ り」

にお いて説 明.

・朝 貢 の説 明rr歴 史の窓 古 代 中国 の歴 史書 に記 され た

倭 』 紀元 前2世 紀 の末 に,漢 が 朝鮮 半 島 の北部 に楽浪

郡 を お くと,倭 の国 々の支 配者 は,こ の楽 浪郡 を通 し

て 中 国 に朝 貢(皇 帝 に使 いを送 って貢 物 を ささ げ,臣

下 の立 場 を表す こと)を す る よう にな りま した.

(8)熊 本大 学教 育 学部 附 属 中学 校 『「未 来 を拓 く力」 を育成

す る教 育課 程 の 開発(4年 次)』 熊 本大 学 教 育学 部 附属

中学 校,2018.
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